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一
致
で
承

認
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
案
審

議
終
了
後
、

特
別
議
決

と
し
て

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

等
国
際
貿

易
交
渉
か

ら
北
海
道

を
守
り
抜

く
」
決
議

に
つ
い
て

上
村
副
組

合
長
が
説

明
し
、
満

場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
髙
橋
組
合
長
よ
り
平
成

25
年
度
は
天
候
の
影
響
も
あ
り
、
目
標
に

し
て
い
た
乳
量
を
大
き
く
落
と
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
将
来
的
に
は
13
万
㌧
越
え
る

こ
と
を
目
標
に
皆
さ
ん
と
と
も
に
生
産
活

動
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
本
年
は
役

員
改
選
の
年
で
あ
り
退
任
さ
れ
る
方
々
に

は
、
長
い
期
間
当
農
協
の
運
営
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
た
お
礼
と
新
役
員
の
方
々
に

は
今
後
ご
負
担
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、

熱
い
思
い
の
中
で
農
協
運
営
に
参
加
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
挨
拶
を
の
べ
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
成
立
で
は
多
忙
な
時
期
に
も
関

わ
ら
ず
正
組
合
員
２
２
５
名
（
本
人
出
席

１
３
０
名
、
書
面
及
び
代
理
出
席
95
名
）

が
出
席
し
、
議
長
に
は
中
標
津
地
区
の
長

縄
義
博
氏
、
俵
橋
地
区
の
中
村
正
生
氏
が

推
薦
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

先
に
特
別
議
決
事
項
で
あ
る
議
案
７
号

「
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」、
和
田
参

事
よ
り
出
資
金
の
限

度
額
変
更
、
反

社
会
的
勢
力

を
組
合
員
か

ら
排
除
す

べ
く
整
備

に
伴
う
変
更
、

フ
ィ
ッ
ト
・

ア
ン
ド
・
プ
ロ

パ
ー
規
定
の
整
備

に
伴
う
変
更
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
決
算
報
告
「
平
成
25
年
度
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
注
記
表
並

び
に
全
国
監
査
機
構
の
監
査
及
び
監
事
の

監
査
報
告
に
つ
い
て
」、
議
案
１
号
「
平

成
25
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
の

承
認
に
つ
い
て
」、
和
田
参
事
の
説
明
後
、

中
村
監
査
室
長
よ
り
独
立
監
査
人
の
監
査

報
告
書
が
代
読
さ
れ
、
続
い
て
乾
代
表
監

事
よ
り
監
査
報
告
を
受
け
、
審
議
の
結
果
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
議
案
２
号
「
平
成
26
年
度
事
業
計

画
の
設
定
に
つ
い
て
」、
議
案
３
号
「
賦

課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
」、

議
案
４

号
「
役
員

の
選
任
に

つ
い
て
」、

議
案
５

号
「
役
員

報
酬
の
支

給
に
つ
い

て
」、
議

案
６
号

「
退
任
役

員
に
対
す

る
役
員
退

職
慰
労
金

の
支
給
に

つ
い
て
」

一
括
上
程

さ
れ
満
場

　中標津町農協第67回通常総会が６月11日、
ウエディングプラザ寿宴で開催され、平成25
年度事業報告と平成26年度事業計画など、議
案１号から議案７号が上程されました。

第₆₇回通常総会
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組合長開会挨拶〈一部抜粋〉
　平成26年度がスタートして
２ヶ月が経過しておりますが、
今年度に入り今まで以上に
農業、農協に関わる報道が

多く、日本農業も過
渡期を迎えているよ
うに感じております。

　まず、TPP交渉の関係については４月に米国と実務者協
議、閣僚協議が開催され、そしてオバマ大統領が来日しま
した。その後の５月19・20日にはTPP交渉参加国による閣
僚会議が行われ、いずれにおいても大筋合意に至らなかっ
たものの、一方では日豪EPAが大筋合意され、TPPへの
影響も懸念され、緊迫した状況は継続しており、先行き不
安は解消されていません。
　また、もう一つの懸案事項としては、５月22日に政府の
規制改革会議が「農業改革に関する意見」を発表したこと
であります。その内容は地域農業の姿を大きく変え、JA
グループを解体に追い込むといったものであり、農業者さ
らには地域住民にも重大な支障をきたすことが懸念される
ことから、私ども北海道の組合長会も６月２日・３日に上
京して、地域、現場の実態を理解してもらうべく、要請を
してきたところであります。
　このように当惑するようなことが多いなかで、ひとつ、
明るい話題についてふれさせていただきます。当中標津町
において４月１日から『中標津町牛乳消費拡大応援条例』、
いわゆる『牛乳乾杯条例』が制定され、施行されておりま
す。日本中で唯一の条例であり、私どもが生産した牛乳を
まずもって地元で消費をしていくことの取り組みをしてい
ただいたことは非常に心強く感じ、私どもも今までにも増
して、おいしく、安心のできる牛乳を生産する意欲につな
がるものとありがたく感じており、感謝申し上げる次第で
あります。
　さて、平成25年度を振り返りますと、組合員の生産面で
は、春先は天候不順により作業は遅れがちに推移しました
が、以降回復したことにより、７月いっぱいまでは生育状
態も良く、また、一番草の収穫も順調に終了し、秋の収穫
を期待しておりました。しかし、８月に入って天候は一変
し、太陽が姿を見せなくなり、９月に入っても状況は変わ
らず、さらに10月には台風が次々に日本に上陸して各地に
被害をもたらしました。当地においてもデントコーンの倒
伏、畑作圃場の土砂の流出、農作物が浸水する等、収穫を
目前にしての被害が発生しました。
　生乳生産においては７月までは前年比増で順調に推移し
ていたものの、８月以降は減少に転じ、以降減少幅が大き
くなるという過去にない推移となり、その結果13万１千ト
ンの計画に対して、実績では12万5,576トンと前年比97％
の残念な結果となりました。
　この状況を受けて農協では生乳増産対策として10月以降
の乳牛導入に対して助成対策を行い、３月までに約300頭
以上の導入がありました。これらの牛が分娩していってい
ますので、今後の生乳生産に効果が現れると期待し、26
年度生産乳量目標を前年比101.5%の12万7,500トンと置き、
改めて乳牛の管理徹底をお願いするものであります。
　畑作についても、８月以降の多湿条件により、圃場での
痛みが多く、馬齢しょでは澱原用が９割作となり、生食・

加工用についても例年より出荷量は少ない結果となりまし
た。種子用については需要に支えられて販売については順
調に行われました。また、てん菜は糖分については例年以
上となりましたが、反収は前年を下回りました。だいこん、
ブロッコリー等野菜については特に病害虫の影響を受けて
出荷できるものが少なかったものの、相場に支えられ、価
格は高値で推移しました。それぞれではありますが、畑作
全体でみますと実りの少ない、苦労した年となりました。
苦労の多い年ではありましたが、販売価格については値上
がりしたものも多くみられ、生乳、畜産物、農産物を合わ
せた本組合の販売総額では130億円を超え、前年度を上回
る結果となりました。
　次に組合の事業に目を向けますと、信用事業ではキャン
ペーン等でのPR効果により貯金残高が前年度より６億円
増加し、185億９千万円となり、また、共済事業もLAを中
心に推進活動を展開して目標を大きく上回る54億円以上の
保障実績となりました。
　肉牛生産センター事業におきましては、東京電力からの
補償金やマル緊等の補填は、減少しましたが枝肉価格が１
年を通して高値で推移したことにより計画以上の実績を得
ることができました。
　乳製品工場につきましては９月に新商品として『なかし
べつなめらかクリームチーズ』の販売を開始して、順調に
推移しております。今後はお客様に定着した商品となるよ
うに、また、更なるアイテムを提案できる様、努めていき
たいと考えております。
　15周年を迎えましたＡコープあるるは補修工事と外装を
明るい色に塗装をし直して、スタッフ共に原点にもどり、
お客様への対応を確認して取り組んだ結果、供給実績18億
4,542万円と前年比103.1％となり、客数を含めて明るい兆
しが感じられる結果となりました。
　桜ヶ丘給油所は燃料価格が一年を通して大きく変動し、
苦労しましたが、供給量、客数とも前年より増加し、また、
連続洗車機をはじめ、タイヤ等の油外商品の取扱い実績は、
前年を大きく上回る供給額となりました。
　継続して取り組んでまいりました災害対策でありますが、
給水に対する準備を終え、重要な電気の対応について、補
助事業での実施について苦労はしましたが、なんとか年度
末に皆様の協力のもと、切替盤の設置と発電機の導入をす
ることができました。今後においては、災害発生時に落ち
着いて行動ができるよう訓練等の実施、また、導入した発
電機等の利用とあわせて保守・点検が大事であると考えて
おり、取り組んでまいりますので、今後ともご協力をお願
いいたします。
　平成25年度決算の当期剰余金については前年の総会でお
示ししました計画のほぼ倍になります７千108万円を計上
することができました。このことは組合員皆さまのたゆま
ざる日々の生産努力と農協事業へのご理解と結集、そして
役職員の事業推進という、協同活動の成果であり、ここに
深く感謝を申し上げます。
　平成26年度、農業・農協を取巻く環境の変化に様々な決
断も求められる１年になるかと思います。しかし、いかな
る時にも、先代の先輩方から引き継いだ精神・財産をしっ
かりと次へ繋ぐため、私たち役職員共々、今できること、
成すべきことの確認をしながら、日々の業務運営に取り組
みますので、皆様の特段のご理解をお願いいたしたいと思
います。
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組合長挨拶

役員の別
部門別専門委員

氏　　　　名
管理購買委員 営農委員 生産委員

代表理事組合長 ○ ○ ○ 髙　橋　勝　義
副組合長理事 委員長 ○ ○ 中　林　忠　雄
理 事 ○ 委員長 ○ 飯　島　　　浩
理 事 ○ ○ 委員長 田　中　世　一
理 事 ○ ○ 房　川　喜　洋
理 事 ○ ○ 鷲　見　　　健
理 事 ○ ○ 永　谷　芳　晴
代 表 監 事 乾　　　雅　晴
監 事 武　田　　　泉
員 外 監 事 横　山　義　治

中標津町農業委員会委員 飯島理事
中標津町農協酪農対策協議会役員 髙橋組合長、中林副組合長、飯島理事、鷲見理事、乾代表監事
有限会社ファム・エイ取締役・監査役 中林副組合長（取締役）、房川理事（監査役）
中標津乳牛検定組合運営協議会委員 房川理事、鷲見理事、永谷理事
中標津町畑作対策協議会委員 髙橋組合長、田中理事、永谷理事
中山間事業中標津地区集落委員 中林副組合長、飯島理事、田中理事、武田監事
中標津町農協担い手創出協議会委員 髙橋組合長、飯島理事、武田監事

　

組
合
長
就
任
に
あ
た
り

　

Ｊ
Ａ
中
標
津
の
第
24
期
代
表
理
事
組
合
長
に

過
日
重
任
致
し
ま
し
た
髙
橋
で
す
。

　

３
年
間
、
組
合
員
の
経
営
向
上
と
生
活
の
豊

か
さ
の
追
求
に
誠
心
誠
意
努
力
す
る
覚
悟
で
あ

り
ま
す
。

　

役
員
理
事
７
名
中
３
名
が
新
し
く
就
任
し
、

員
外
監
事
１
名
が
就
任
し
て
農
協
運
営
に
当
た

る
事
と
な
り
、
役
職
員
一
丸
で
多
く
の
課
題
に

向
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
御
支
援
、
御
指
導
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

先
般
の
第
67
回
で
挨
拶
を
含
め
、
取
り
組
み

に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
を
重

点
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行
方
、
農
協
改
革
、
酪
農
・

畜
産
の
長
期
計
画
策
定
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
麦
の
栽
培
２
年
目
に
入
っ
て
お
り
、

３
年
間
で
一
つ
の
判
断
と
目
途
し
て
お
り
ま
す

し
、
労
働
力
の
課
題
と
施
設
投
資
に
向
け
た
独

自
の
取
り
組
み
等
、
計
画
性
を
も
っ
て
進
め
て

参
り
た
く
「
今
出
来
る
こ
と
、
成
す
べ
き
こ

と
」
を
合
言
葉
と
し
て
責
任
を
務
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
標
津
町
農
業
協
同
組
合 

第
24
期
役
員

　
６
月
11
日　
第
67
回
中
標
津
町
農
業
協
同
組

合
通
常
総
会
が
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
寿
宴
に

て
行
わ
れ
、
第
24
期
役
員
が
決
定
致
し
ま
し
た

の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。
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　第67回通常総会
に於いて選任して
頂きました、中標
津地区の永谷です。
自分で良いのかと
自問自答しました

が、23歳から家業に携わり、地域、農
協の方々、色々な人に助け支えて頂き
ながら今日がある事を思い考え決断し
ました。これから農協を取り巻く問
題は、TPPを始め様々な問題があり、
変化不可欠な時代ですが、正直これか
ら私に何が出来るのか、また何をすべ
きなのか、諸先輩方、又は皆さんにご
指導や助言を頂きながら考えて行きた
いと思っているのが今の心境です。ま
ずは身近な事から精一杯責務を果たし
て行き、地域と組合の為に貢献出来る
よう努力して行きたいと思います。
　これからは農協運営に関わる事で、
大変責任が大きく不安ですが、少しで
も組合員、職員、皆さんのお役に立て
るよう、勤めて参りたいと思いますの
で、何卒宜しくお願い致します。

　去る６月11日に行われました第67回通常総会に於いて理事
に選任された房川です。自分に何が出来るのかと責任の重さ
を感じております。自分は特に機械が好きなので、どの
ような状態がその機械にベストなのかを日々考えて
おりますが、この考えを農協運営に当てはめ、よ
りベストな農協運営に少しでも貢献出来ればと思
いますので、宜しくお願い致します。

理　事　房川　喜洋

　皆様方に於かれまして、時下ますますご健勝のことと
お慶び申し上げます。
　この度、第67回通常総会に於いて、ご選任いただき
ました俣落地区の鷲見です。
　今後の農協運営に携わる事と、俣落地区の代表とし
ての責任の重さを日々感じております。

　現在の農業を取り巻く環境が非常に不安定で、組合員戸数の減少など厳し
い中、農協として求められる事柄や課題も多くなってきております。組合員のた
めの農協運営を常に念頭に考え、私自身、生産者の一人として、これまでの自身
の経験・知識を活かしながら、職責を果たして行きたいと考えております。
　しかしながら、未だ右も左も解らない事だらけでご迷惑をおかけする事と存
じます。皆様方からのご指導を仰ぎながら、先輩理事の方々が残して下さった
足跡をたどり、発展できるよう取り組んで行きたいと考えておりますので、今後
ともご教示いただきたくお願い申し上げます。

新役員挨拶

退任役員挨拶
　39歳の時に、地元
俣落地区から推薦し

ていただき、理事に就任してから８期の年
月を重ねて参りました。振り返ってみます
と、これといった足跡を残すこともなく、
唯長くやってきた思いがあります。酪農は
平成５年頃生産調整もありましたが、規模
拡大を目指す組合員、乳製品工場は苦労さ
れたかと思います。畑作では澱粉工場再
編、そして野菜生産、中山間交付金事業で
は、農村景観形成等にかなり役立ったので
は、また事進めるにあたり多くの組合員と
接することで、自分も共に成長させること
が出来ました。農協の目的は組合員、生産
者の皆様の経営が安定し、生活にゆとりが
生まれ、暮らしを豊かにすることです。そ
れを支え、お手伝いするのが組織と思って
おります。そのことを踏まえて、これから
の担い手にお願いがあります。「自主自立、
自己主張そして協調、やさしさと厳しさを
持って経営、生活を営んで欲しい。」
　結びになりますが、農協が組合員、生産
者の拠り所としてますます隆盛発展されま
すことを祈念致します。任期中支えていた
だきました組合員、職員関係機関の方々へ
感謝申し上げます。有り難う御座いました。

　６月11日に行われました、第67回通常総会をもって退任
致しました。２期６年に渡り、農協理事として支えていただ

きました地域の皆様を始め、農協役員、職員の皆様に、紙面をお借りし深くお礼
申し上げます。
　思い返せば６年前、ただ、ただ新鮮な驚きの中での委員会、理事会でしたが、
回を重ねるにつれ発言内容と記載場所が一致してきたことが思い返されます。今
思えば、短かったような６年のような気もしますが、農協にどれだけ貢献できたか
はさておき、充実した期間を送れたこと、またそのような機会を与えていただいた
ことに、重ねてお礼申し上げます。
　農業、農協を取り巻く環境は今まさに変化の時を迎えようとしています。先人達
もそうであったように、逆境をチャンスと捉え、役職員一体となり新しい体制の中
で更なる発展されますことを心より願います。当農協は購買、金融、信用と組合員
はもちろん、多くの地域の皆様に支えられて今日に至っております。透明性と公平
感を持って地域に愛される農協を目指していただけたらと思います。私は乳搾り
に専念します。ありがとうございました。

　今期の役員改選で退任する事にあたりまして、一言
お礼申し上げます。在職中は、地元地域の皆様を始め、

組合員、職員の皆様には大変お世話になりました。右も左も分からない状況
で理事に就任し、皆様のご指導を仰ぎながら走り続けた６年だったと思い返
しております。
　農業も含め、社会情勢が変わりやすい現在、柔軟な対応で組合員、職員が
知恵と体を使い乗り越えていくことが大切だと思います。最後になりますが、
皆様のご健康と、ますますのご活躍をお祈りしまして退任の挨拶とさせてい
ただきます。ありがとうございました。

副組合長
　上村　重光

理　事　鷲見　　健

理　事
　滝本　　広

理　事　永谷　芳晴

理　事
　長渕　重樹



　

５
月
30
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
、
釧
路
教
育

大
の
学
生
が
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
に
来
ま
し
た
。

我
が
家
に
は
２
名
の
女
の
子
が
実
習
に
来
る
こ

と
と
な
り
、
し
る
べ
っ
と
で
の
出
発
式
の
後
、

牧
場
の
施
設
を
案
内
し
て
、
早
速
仕
事
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

２
人
に
任
せ
た
仕
事
は

子
牛
の
乳
や
り
で
、
最
初

の
う
ち
は
怖
が
っ
て
い
ま

し
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ

て
「
か
わ
い
い
」
と
子
牛

に
声
を
掛
け
な
が
ら
楽
し

そ
う
に
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
搾
乳
に
も
入
っ
て

　根室地区青協の安田正嗣会長とホクレンの市村敏一支所長の開会の挨拶の
後、ホクレンの各課より昨今の酪農情勢について、26 年度見込みで支払い乳代

85.57 円、補助金等を含めると 92.04 円と前年差＋ 5.47 円という乳代になるものの、
飼料・肥料・燃料等生産資材は依然高止まりしているのが実態であると報告がありました。しかしながら、新
たな安定対策や値上がり幅を最大限圧縮するようメーカーに求めるなど、我々生産者の負担を軽減する対策を
行うという力強い言葉もありました。
　意見交換では「酪農家の現場に合わせた技術指導は出来ないのか？」
や「飼料や肥料を切り替えた時などのアフターケアの充実をして欲しい」
と言った意見があり、ホクレン職員だけでは対応が難しいところがある
ので、各単組と連携を強化し解決していきたいとの回答を頂きました。
他にも関連質問が相次ぎ、私が準備していた質問をする前に時間となっ
てしまうほど活発に意見が交わされました。
　我々生産者と農協やホクレンと言った生産者団体との結びつきが大切
だと改めて認識した意見交換会でした。　　　　　　　　　（記＝原　建治）

ホクレンとの意見交換会
JA根室地区青協

　平成26年６月
６日㈮根室農業会館に
おいて、『JA根室地区青
協・ホクレンとの意見交換
会』が行われ、当青年部か
らは乾部長・ 原副部長
が出席しました。

も
ら
い
、
慣
れ
な
い
作
業

な
が
ら
も
一
生
懸
命
ミ
ル

カ
ー
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

仕
事
終
了
後
は
夕
食
を

み
ん
な
で
食
べ
、
仕
事
の

こ
と
や
学
校
生
活
の
こ
と

な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

次
の
日
の
朝
も
寝
坊
す
る

こ
と
無
く
し
っ
か
り
と
起
き
て
き
て
、
搾
乳
を
や
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
別
海
の
郊
楽
苑
で

昨
日
別
れ
た
学
生
と
合
流
し
、
受
け
入
れ
農
家
の

方
々
と
懇
親
会
を
行
い
、
一
泊
二
日
の
フ
ァ
ー
ム
ス

テ
イ
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

２
名
の
う
ち
１
名
が
中
標
津
出
身
で
、「
同
じ
町

な
の
に
全
然
知
ら
な
い
町
に
来
た
み
た
い
」
と
言
っ

て
い
た
の
が
す
ご
く
印
象
的
で
、
こ
の
よ
う
な
場
を

設
け
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
二
人

と
も
真
面
目
で
素
直
な
子
達
で
し
た
の
で
、
き
っ
と

こ
の
体
験
を
先
生
と
な
っ
て
子
供
達
に
伝
え
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
記
＝
飯
島　

央
道
）

も
ら
い
、
慣
れ
な
い
作
業

も
ら
い
、
慣
れ
な
い
作
業

な
が
ら
も
一
生
懸
命
ミ
ル

な
が
ら
も
一
生
懸
命
ミ
ル

カ
ー
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

カ
ー
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

カ
ー
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

カ
ー
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

仕
事
終
了
後
は
夕
食
を

み
ん
な
で
食
べ
、
仕
事
の

こ
と
や
学
校
生
活
の
こ
と

な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

次
の
日
の
朝
も
寝
坊
す
る

こ
と
無
く
し
っ
か
り
と
起
き
て
き
て
、
搾
乳
を
や
っ

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

　
先
生
の
た
ま
ご
、酪
農
体
験

５月30日～31日、北海道教育大学釧路校の学
生のファームステイ受入事業が行われました。
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５
月
27
日
に
青
年
部
と
農

協
職
員
と
の
交
流
会
を
寿
宴

で
行
わ
れ
、
出
席
数
は
青
年

部
員
32
名
、
農
協
職
23
名
で
し

た
。
乾
青
年
部
長
の
開
会
挨
拶
と
乾

杯
で
交
流
会
が
始
ま
り
、
４
月
に
入
組
と
な
っ
た
新
入
職
員
の

自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
各
テ
ー
ブ
ル
対
抗
に
よ
る
早
飲
み
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
本
酒
は
コ
ッ
プ
、
牛
乳
と
ビ
ー
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
ジ
ョ
ッ

キ
に
な
み
な
み
と
注
が
れ
て
お
り
、
選
出
さ
れ
た
３
人
が
決
め

ら
れ
た
順
番
で
飲
み
干
す
と
い
う
ル
ー
ル
で
、
僅
差
の
結
果
に

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
が
行
わ
れ
、
当
幌
支
部
の
纓
坂
晃
史
君
の
司
会
で
終
始

楽
し
く
進
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
体
を
通
し
て
例
年
よ

り
も
青
年
部
員
と
農
協
職
員

間
で
自
由
に
話
せ
る
時
間
が

長
か
っ
た
の
で
、
よ
り
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。  　

  

（
記
＝
房
川　

喜
仁
）

じゃんけん大会

新入職員

テーブル対抗

乾
部
長

青
年
部
と
農
協
職
員
と
の
交
流
会

　５月22日、もりたセレモニー
ホール近くの交差点から北中
の中標津川北線交差点までの
約1.8㎞を青年部・ 女性部合同
ゴミ拾いを行いました。参加
者は両部合わせて26名でした
が、あまりのゴミの多さに作
業がなかなか進まず、終わっ
てみると約160㎏のゴミがト
ラックに山積みとなりました。

空き缶やペットボトルが多く見受けられ、ドライ
バーの心ないポイ捨てが非常に残念に感じます。
　忙しい中参加された皆様、事故や怪我も無く安全
に取り組まれ、大変お疲れ様でした。

（記＝佐藤　　淳）

青年部・女性部合同ゴミ拾い

黒川職組
委員長



福嶋　寿顕・山下　匡大
櫻井　幸一・小川　竜樹
保科　　斉・瀧ヶ平訓史
斉藤　　希・吾妻　秀樹
畜産販売課 土井上裕二
　　事務局 友貞　　直

参加者

に
若
い
出
品
者
達
の
共
進
会

に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ッ
ジ
を

務
め
て
い
る
久
保 

剛
氏
の
好

意
に
よ
り
、
北
軽
井
沢
同
志

会
会
長
の
川
嶋
氏
や
当
会
会

長
福
嶋
寿
顕
氏

な
ど
も
審
査
に

参
加
す
る
な
ど

盛
り
沢
山
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

共
進
会
終
了
後
、
そ
の
日
の
夜
に

北
軽
井
沢
同
志
会
会
員
総
勢
30
名

程
と
親
睦
・
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

翌
、
11
日
に
は
近
郊
の
４
件
の

牧
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
上
谷
川

牧
場
は
フ
リ
ー
バ
ー
ン
形
態
で

牛
を
飼
養
し
て
お
り
、
中
標
津

産
の
牛
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
昨
年
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
の
ジ
ュ
ニ

ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
生
産
牧
場
で
搾

乳
頭
数
約
２
７
０
頭
の
Ｋ
Ｃ
牧
場

　

９
日
に
長
野
県
佐
久
市
に
移
動
し
、

山
崎
氏
と
杉
山
氏
に
懇
親
会
を
開
い
て

頂
き
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

翌
、
10

日
に
群
馬

県
に
移
動

し
、
第
39

回
北
軽
井

沢
ス
プ
リ

ン
グ
シ
ョ
ウ
を
視

察
し
ま
し
た
。
本

共
進
会
は
関
東
全

域
か
ら
多
数
の
乳

牛
が
集
め
ら
れ
、

そ
の
出
品
牛
の
中

に
は
中
標
津
産
の

牛
が
３
頭
い
ま

し
た
。
そ
の
日
は

強
風
の
中
で
の
開

催
で
し
た
が
非
常

に
活
気
に
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
て
、
特

（
重
原
氏
）・
中
標
津
産
の
牛
が

多
く
見
受
け
ら
れ
た
清
水
牧
場

と
昨
年
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
の
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
所
有
す

る
萩
原
牧
場
を
視
察
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
を
通
し

て
、
酪
農
情
勢
が
厳
し
い
な
か

で
購
買
依
頼
を
獲
得
出
来
た
の

も
長
年
に
亘
る
交
流
・
親
睦
の

賜
で
あ
り
、
今
日
ま
で
築
い
て

下
さ
っ
た
役
員
並
び
に
会
員
の

方
々
に
よ
る
尽
力
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
今
後
も
大
切
な
パ

イ
プ
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し

て
い
く
た
め
、
会
員
そ
し
て
組

合
員
の
皆
様
と

供
に
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
今
回

の
視
察
に
際
し
、

山
崎
氏
を
初
め

と
す
る
北
軽
井

沢
同
志
会
の
皆

様
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
＝
保
科　

斉

　
　
　

友
貞　

直
）
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５
月
９
日
〜
12
日
の
期
間
で
群
馬
県
消
流
視
察
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

本
視
察
は
個
体
販
売
牛
追
跡
調
査
と
今
後
の
販
売
促
進
を
強
固
な
も
の
に
す

る
た
め
、
そ
し
て
北
軽
井
沢
同
志
会
員
と
の
親
睦
・
交
流
を
よ
り
深
め
る
事

を
目
的
に
今
回
の
視
察
を
計
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
群
馬
県
に
て

「
第
39
回
北
軽
井
沢
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
」
が
開
催
さ
れ
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ジ
ャ
ッ
ジ
と
し
て
当
会
会
員
の
久
保　

剛
氏
と
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
ジ
ャ
ッ
ジ
と

し
て
当
農
協
畜
産
販
売
課
・
土
井
上 

裕
二
氏
が
審
査
に
あ
た
り
ま
し
た
。

乳
牛
改
良
同
志
会

群
馬
県
視
察
研
修
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熟年会日帰り研修旅行

　

10
：
00
集
合
後
、
バ
ス
に
分
乗
し

研
修
先
の
㈱
日
翔
し
い
た
け
生
産
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
。
３
班
に
分
か
れ
て

菌
床
セ
ン
タ
ー
・
栽
培
ハ
ウ
ス
・

パ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
３
ヶ
所
を
係
員

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
見
学
し
ま
し

た
。

　

研
修
後
、
ホ
テ
ル
に
戻
り
バ
イ
キ

ン
グ
の
昼
食
を
摂
り
、
全
員
参
加
で

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
中
標
津
町
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
消
費
生
活
相
談
員
・
安

達
早
穂
理
さ
ん
を
講
師
に
『
詐
欺
の

手
口
と
対
処
』
に
つ
い
て
講
話
を

頂
き
ま
し
た
。

詐
欺
の
件
数

は
、
昨
年
全

国
で
40
％
増

加
し
、
釧

路
・
根
室
管

内
で
は
２
１

７
件
（
26
件

増
）・
８
億

８
千
万
円
の

被
害
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。

今
回
の
講
話

で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
と
電
話
勧
誘
の
実
声

を
聞
き
、
還
付
金
詐
欺
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
電
話

を
実
際
に
受
け
た
会
員
が
い
て
話
を
聞
き

ま
し
た
。
娘
の
交
通
事
故
を
装
っ
た
内
容

で
、
泣
き
な
が
ら
話
を
す
る
の
で
本
当
に

娘
か
ど
う
か
判
ら
な
い
の
で
、
近
く
に
い

る
親
戚
の
警
察
官
に
電
話
す
る
よ
う
言
っ

た
と
こ
ろ
、
相
手
が
す
ぐ
電
話
を
切
っ
た

の
で
、
娘
に
電
話
で
確
認
し
詐
欺
と
分

か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。　
　
　

　

詐
欺
の
対
処
法
と
し
て
は
、「
期
日
が

迫
っ
て
い
る
」
等
と
急
が
せ
、
冷
静
に
考

え
る
余
裕
を
与
え
な
い
言
い
方
を
す
る
の

で
、
逆
に
冷
静
に
考
え
て
怪
し
い
と
思
っ

た
ら
電
話
を
切
る
、
親
族
や
周
囲
の
人
に

相
談
す
る
こ
と
が
大
切
と
の
事
で
す
。
ま

た
、
公
共
機
関
で
、
お
金
の
受
け
渡
し
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
使
用
す
る
事
は
無
い
と
の
こ
と
。

最
近
は
宅
急
便
で
送
金
を
依
頼
す
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
る
と
の
事
で
す
。
午
後

２
：
10
講
話
が
終
了
し
解
散
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
電
話
・
郵
便
等
で
何
か
怪
し

い
と
思
う
事
が
あ
っ
た
ら
中
標
津
町
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
の
も
詐
欺
を

防
止
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

（
記
＝
高
東　

邦
男
）

㈱
日
翔
し
い
た
け
生
産
セ
ン
タ
ー
視
察
と
詐
欺
に
つ
い
て
公
聴

　

５
月
27
日
、
熟
年
会
日
帰
り
旅
行
が
ホ
テ
ル
マ
ル
エ
ー
温
泉
俵
橋
で
開

催
さ
れ
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も
拘
わ
ら
ず
会
員
92
名
が
参
加
し
ま
し
た
。



Crossword Puzzle

出題／ニコリ夢広がる
クロスワード

決
議
事
項

１
．
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

２
．
理
事
の
使
用
人
兼
務
の
決
定
に
つ
い
て

３
．
常
勤
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

４
．
副
組
合
長
及
び
理
事
の
順
位
の
決
定
に
つ
い
て

５
．
部
門
専
門
委
員
会
の
委
員
及
び
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

６
．
関
係
機
関
及
び
関
係
組
織
へ
の
委
員
・
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

７
．
平
成
26
年
度
各
理
事
の
報
酬
額
の
決
定
と
支
給
時
期
及
び
支
給
方
法 

に
つ
い
て

８
．
退
任
理
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

９
．
行
政
庁
へ
の
業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

第４回  理　事　会
開催月日　平成26年６月12日
開催場所　農協中会議室  　 

報
告
事
項

１
．
代
表
監
事
の
互
選
に
つ
い
て

２
．
関
係
機
関
及
び
関
係
組
織
へ
の
委
員
・
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

３
．
平
成
26
年
度
各
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
と
支
給
時
期
及
び
支
給
方
法 

に
つ
い
て                                              

４
．
退
任
監
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

５
．
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て 

６
．
平
成
26
年
度
生
乳
生
産
状
況
と
乳
質
に
つ
い
て

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

①あなたが今見ているのはタテの──
③商品を多めに購入して蓄えること
⑥部屋と部屋を隔てる建具などのこと
⑧今日のおかずはメンチ──よ
⑨茶わんより大きめの鉢
⑪セーフではなくて
⑫韓国料理の一つ　生肉の細切りを調味料であえたもの
⑭くちばしで樹木に穴を開ける鳥
⑯何度も何度もかむ菓子
⑱ビールのこと
⑳七夕に「彦星」と会います
㉑山寺の和尚さんが蹴りたかったもの

①草刈りに使う道具
②国会──に代議士が集まった
③ジャマイカは──海に浮かぶ島国
④周囲より小高くなった土地
⑤この本が──で小説家を目指したんだ
⑦小豆を添えたかき氷のこと
⑩ハイキングに行くとき背負います
⑪夏の日の出のころに咲きます
⑬もんじゃ焼きで有名な東京の人工島
⑮この鳥が軒に巣を作ると縁起がいいとか
⑰──が通れば道理が引っ込む
⑲テッポウ、ヒメ、オニといえば何の花？

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｆ
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

10

　６月号のクロスワード、答えは「ズッキーニ」でした。
当選者は７名です。
　当選者の発表は景品の発送をもって代えさせていただき
ます。おめでとうございます。応募される際には一言コメ
ントを添えて応募いただけますようお願い申し上げます。

６月号クロス
ワードの解答『ズッキーニ』



Crossword Puzzle

出題／ニコリ夢広がる
クロスワード

決
議
事
項

１
．
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

２
．
理
事
の
使
用
人
兼
務
の
決
定
に
つ
い
て

３
．
常
勤
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

４
．
副
組
合
長
及
び
理
事
の
順
位
の
決
定
に
つ
い
て

５
．
部
門
専
門
委
員
会
の
委
員
及
び
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

６
．
関
係
機
関
及
び
関
係
組
織
へ
の
委
員
・
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

７
．
平
成
26
年
度
各
理
事
の
報
酬
額
の
決
定
と
支
給
時
期
及
び
支
給
方
法 

に
つ
い
て

８
．
退
任
理
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

９
．
行
政
庁
へ
の
業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

第４回  理　事　会
開催月日　平成26年６月12日
開催場所　農協中会議室  　 

報
告
事
項

１
．
代
表
監
事
の
互
選
に
つ
い
て

２
．
関
係
機
関
及
び
関
係
組
織
へ
の
委
員
・
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

３
．
平
成
26
年
度
各
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
と
支
給
時
期
及
び
支
給
方
法 

に
つ
い
て                                              

４
．
退
任
監
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

５
．
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て 

６
．
平
成
26
年
度
生
乳
生
産
状
況
と
乳
質
に
つ
い
て

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

①あなたが今見ているのはタテの──
③商品を多めに購入して蓄えること
⑥部屋と部屋を隔てる建具などのこと
⑧今日のおかずはメンチ──よ
⑨茶わんより大きめの鉢
⑪セーフではなくて
⑫韓国料理の一つ　生肉の細切りを調味料であえたもの
⑭くちばしで樹木に穴を開ける鳥
⑯何度も何度もかむ菓子
⑱ビールのこと
⑳七夕に「彦星」と会います
㉑山寺の和尚さんが蹴りたかったもの

①草刈りに使う道具
②国会──に代議士が集まった
③ジャマイカは──海に浮かぶ島国
④周囲より小高くなった土地
⑤この本が──で小説家を目指したんだ
⑦小豆を添えたかき氷のこと
⑩ハイキングに行くとき背負います
⑪夏の日の出のころに咲きます
⑬もんじゃ焼きで有名な東京の人工島
⑮この鳥が軒に巣を作ると縁起がいいとか
⑰──が通れば道理が引っ込む
⑲テッポウ、ヒメ、オニといえば何の花？

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｆ
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

● 

消
費
税
ア
ッ
プ
後
の
買
い
物
は
頭
の
中
で
計

算
し
な
が
ら
、
サ
イ
フ
の
中
身
と
相
談
し
な

が
ら
な
か
な
か
大
変
で
す
。
食
費
を
抑
え
よ

う
と
考
え
る
主
婦
が
増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
、

野
菜
の
苗
の
売
れ
行
き
も
良
く
、
山
菜
取
り

に
来
る
人
も
多
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
節
約
し
て
い
け

れ
ば
い
い
か
な
。　
　
　
　
　

 

▼
Ｐ
Ｎ
／
胡
鈞

● 

６
月
に
入
っ
て
始
め
の
週
は
暖
か
く
野
菜
の

種
も
蒔
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
沢
山
の

野
菜
達
が
育
っ
て
い
ま
す
。
曇
り
空
が
続
き

寒
い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
晴
天

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
１
番
草
の
収
穫
も
こ

れ
か
ら
始
ま
り
で
す
。
牛
達
も
皆
元
気
で
仔

牛
も
産
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
達
も
お
い
し
い

牛
乳
を
飲
ん
で
野
菜
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

こ
の
夏
に
む
け
て
ガ
ン
バ
リ
た
い
で
す
。

  

▼
Ｐ
Ｎ
／
り
ん
ご
ち
ゃ
ん

● 

や
っ
と
長
い
雨
が
止
み
、
１
年
で
１
番
忙
し

い
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
順
調
に
牧
草

収
穫
作
業
が
出
来
ま
す
よ
う
に
、
事
故
や
怪

我
に
気
を
つ
け
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

 

▼
Ｐ
Ｎ
／
フ
リ
ー
ジ
ア

● 

今
年
も
ハ
ウ
ス
に
畑
に
と
野
菜
を
植
え
ま
し

た
。
早
く
食
卓
を
飾
ら
な
い
か
と
待
ち
遠
し

い
で
す
。
も
ぎ
た
て
は
格
別
で
す
よ
ね
！

  
▼
Ｐ
Ｎ
／
乙
女
座
の
ば
あ
ば

● 

初
め
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
へ
応
募
し
ま

す
。
や
っ
と
少
し
天
気
が
良
く
な
っ
て
き
た

の
で
、
ボ
チ
ボ
チ
１
番
草
の
収
穫
を
始
め
ま

す
。
皆
様
、
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
と
し
、

怪
我
の
無
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
ア
ト
ム

● 

長
い
梅
雨
が
明
け
た
か
の
よ
う
な
今
日
の
晴

天
。
５
月
、
６
月
と
春
・
初
夏
を
感
じ
た
慌

た
だ
し
い
日
々
の
中
、
ア
イ
ヌ
ネ
ギ
、
ヤ
チ

ブ
キ
、
タ
ラ
ン
ボ
、
ウ
ド
、
コ
ゴ
ミ
、
ワ
ラ

ビ
、
フ
キ
と
山
菜
が
次
々
と
採
れ
大
忙
し
で

す
。
食
卓
も
と
て
も
賑
や
か
で
す
。

 

▼
Ｐ
Ｎ
／
姥
桜

● 

５
月
末
に
肩
の
手
術
を
し
ま
し
た
。
今
は
畑

の
草
取
り
、
哺
乳
、
育
成
、
家
事
を
や
っ
て

い
ま
す
が
、
搾
乳
は
お
休
み
中
。
入
院
も
出

産
以
来
な
の
で
、
そ
れ
な
り
に
楽
し
く
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。「
少
し
休
め
よ
」
と
神
様
が

言
っ
て
く
れ
て
い
る
と
信
じ
て
療
養
生
活
を

楽
し
む
し
か
な
い
で
す
ネ
!!
い
ろ
い
ろ
新
し

い
発
見
が
あ
り
、
あ
る
意
味
面
白
い
体
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。     

▼
Ｐ
Ｎ
／
楓
風

今月のあなたの運勢

7月

モナ・カサンドラ
3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　感情的になりやす
い傾向がチラリ。深呼吸で
冷静さを取り戻して。ハン
ドメードを楽しむのも良い
気晴らしに
　　　疲れをため込みやす
いかも。休養が大事
　　　　　　　  昆布

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　出会い運が上々。趣
味やサークル活動を通じ
て意気投合できる相手と
知り合えそう。気の合う友
人との交流も吉
　　　散歩やウオーキン
グがストレス解消に◎
　　　　　　　  ブドウ

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　やる気が高まって
います。読書をすることで
意外な発見や驚きがあり
そう。ネットサーフィンも
お勧めです
　　　腰が重くなる月。適
度に体を動かして
　　　　　　　  スイカ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　つまらないことに
こだわり孤立しがち。意固
地にならず柔軟な発想を。
扇子などの和風小物を使
うと開運に
　　　夏バテに注意。ミネ
ラルと水分の補給を
　　　　　　　  ラッキョウ

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　周りの悪い部分ば
かり目に付くかも。長所を
見るようにして。毎日、姿
を映す鏡を磨くと運を呼
ぶきっかけに
　　　シェイプアップには
スポーツがベスト！
　　　　　　　  アユ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　   レジャー運が活性化。
海や高原などの避暑地に出
掛けると、爽やかな夏気分を
味わえます。ヒマワリもラッ
キー
　　　クーラーの効き過ぎ
は×。木陰で涼んで
　　　　　　　  葉ショウガ

6/22～7/22
蟹座

7/23～8/22
獅子座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　未体験の分野に取り
組んでみるチャンス。思い
切ってトライしてみて。過去
に駄目だったことにもリベ
ンジ可能
　　  リラックスして過ご
せば問題なさそう
　　　　　　　 ウナギ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　誰にでも優しくな
れるので自然と人気者に。
特に年下の人たちから慕
われます。運気上昇には風
鈴を飾って
　　　体質に合う食べ物や
運動が見つかる予感
　　　　　　　  ハモ

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　ピリピリしやすい
期間。多少の失敗で落ち
込まず、おおらかに構え
て。リフレッシュには足の
裏のマッサージを
　　 　血行促進にはスト
レッチやヨガが効果的
　　　　　　　  モロヘイヤ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　珍しく気まぐれに
なりそうです。意見をコロ
コロ変えないよう、ご用心。
かんきつ系ドリンクで集中
力を高めて
　　　運動前は十分な準
備体操を。むちゃは厳禁
　　　　　　　  レタス

5/21～6/21
双子座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　ゆったりできる時
期。必要な仕事を終えたら
自分が好きなことを満喫
しましょう。習い事に励む
のもグッド
　　　スポーツに打ち込
めば上達が早いはず
　　　　　　　  イチジク

10/24～11/22
蠍座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　積極性アップ！何事
にもどんどんチャレンジす
れば満足のいく結果に。買
い物はインポートアイテム
にツキ
　　　寝不足になりやすい
時期。睡眠を大切に
　　　　　　　  トウガン

読
者
の
声
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　ＪＡ女性部に所属しているＪＡ組合員家族およびＪＡ区域内に住む女性から構成され
ています。現在は、乳幼児から中学生までのお子さんを持つ20～30歳代の女性が大半

を占めています。活動内容は、部員自らが話し合い企画を行い、ヨガ教室やメイクレッスンなど興味のあるものを取
り入れています。農作業に携わり、子育てや家事などをこなす中、部員間の交流のほか、身体のケアにも意識を向け
ています。この時間は、自分自身の時間も大事にすることを忘れないようにする機会になっています。
　ランチなどの交流会では、たくさん話をすることで心が軽くなる大事な時間です。心が疲れていると身体も疲れて
しまうと思うからです。仲間には、辛いことをひとりで抱え込まないで欲しいと思います。これからもフレッシュミ
ズ活動が、きっかけづくりの場、自分を取り戻す場、新たな自分を発見する場であり続けたいです。

（会長・松田かおり）

　

今
年
度
は
、
会
長
の
松
田
か
お
り
さ
ん
（
当
幌
）
を
中
心
に
15
人
で

の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
営
農
形
態
が
酪
農
で
あ
る
部
員
が
多

い
こ
と
か
ら
、
今
回
は
、
生
乳
生
産
に
関
わ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
根
室
地
区
女
性
協
議
会
の
動
き
や
今
年
度
の
活
動
計
画

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
根
室
管
内
や
北
海
道

の
各
Ｊ
Ａ
の
生
乳
生
産
量
や
乳
質
の
こ
と
、

体
細
胞
や
細
菌
数
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
聞

い
て
、
改
め
て
Ｊ
Ａ
中
標
津
の
乳
質
の
良
さ

を
実
感
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
」、「
生
乳

生
産
の
分
野
に
限
ら
ず
、
今
、
私
た
ち
が
知

り
た
い
こ
と
に
も
答
え
て
も
ら
え
て
良
か
っ

た
で
す
。
搾
乳
手
順
を
見
直
す
こ
と
が
で
き

る
資
料
は
、
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
も
役
立
っ

て
い
ま
す
」、「
今
回
の
勉
強
会
は
、
話
し
や

す
い
・
聞
き
や
す

い
雰
囲
気
だ
っ

た
の
で
、
リ

ラ
ッ
ク
ス

し
て
参

加
で
き

ま
し
た
」

と
あ
り

ま
し
た
。
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  女性部のページ  女性部のページ

女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

　

６
月
18
日
、
中
標
津
町
東
当
幌
に
あ
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
カ
フ
ェ
・

葉
風
に
て
、
ラ
ン
チ
交
流
会
が
行
わ
れ
、
部
員
６
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
木
の
ぬ
く
も
り
が
あ
る
個
室
で
、
カ
フ
ェ
オ
ー
ナ
ー
が
手
作
り

し
た
特
製
ラ
ン
チ
が
食
べ
ら
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
時
間
が
流
れ
る
雰
囲

気
の
お
店
で
す
。
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
、
自
分
自
身
や
子
ど

も
に
関
す
る
様
々
な
話
を
し
て
、

牧
草
収
穫
時
期
を
目
前
に
控
え

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
た
り
、
気

分
転
換
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
次
回
の
活
動
は
、
１
番
草

の
収
穫
が
一
段
落
し
た
頃
に
企

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み

に
!!     

（
取
材
＝
橋
詰
仁
美
）

春
の
集
い

　
５
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
農
業
農
村
交
流
施
設
ク
レ
エ
研
修
室
に
て
、
一

年
間
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
・
春
の
集
い
（
総
会
）
と

Ｊ
Ａ
酪
農
課
・
裏
地
課
長
に
よ
る
生
乳
生
産
に
関
わ
る
勉
強
会
が
行

わ
れ
、
部
員
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。          

（
取
材
＝
橋
詰
仁
美
）

す
い
・
聞
き
や
す

い
雰
囲
気
だ
っ

た
の
で
、
リ

ラ
ッ
ク
ス

し
て
参

加
で
き

と
あ
り
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 女性部フレッシュミズ

ランチ交流会

仲良く遊んで待っていたよ～
左：ゆなちゃん（ママ・松田かおりさん）
右：杏奈ちゃん（ママ・新井裕美さん）

久翔くんも参加したよ
（ママ：飯島恵子さん）

 フレッシュミズ



　５月14日、ＪＡ農業農村交流施設クレエにて、女性部役員12人による研
修が行われ、いもだんごなどを作りました。女性部では、中標津産の牛
乳・乳製品と伯爵などのじゃがいもなどの野菜のＰＲや消費拡大を目的に
取り組んでいるイベント出店に向けた準備の時間となりました。
　ＪＡ牛まつりなどのイベントでの定番メニューの「いもだんご」、「い
ちごスムージー」、「ミルクもち」の作り方を役員らで体験し、１品ずつ
の各行程を確認し合うことを目的に行われました。レシピを片手に質問す
る姿やコツを丁寧に教える姿がありました。楽しい時間、面白い体験がで
きたという声が聞こえる研修会となりました。
　女性部の手作りメニューは、７月のＪＡ夏まつり、９月のじゃがいも伯
爵まつりで味わうことができます。楽しみですね。　（取材＝橋詰仁美）
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●●●●●●参加者の感想 ヨガ体験教室に
参加して…　杉本　保子

　以前から興味があったヨガ。でも、日頃の運動不足のうえに、体も
昔に比べたら、かなり硬くなっているので、みんなについていけるか
心配でした。
　まず、下半身を中心に動かしていったのですが、普段あまり使わな
い部分を動かすから、足はつりそうになるし、ぷるぷる震えるし…。
そこに腕の動きが加わり、最後には鼻での呼吸を付ける…。私の場合、
ただ鼻息が荒く、もがいているだけのようだったと思うので、あんな
姿はとてもじゃないけど、他人様には見せられない!!
　しっかりとポーズを取った後には、仰向けになって目を閉じて、全
身の力を抜いてリラックス…の繰り返し。かすかに聞こえるBGMが
宇宙をイメージするような音楽だったので、リラックスタイムのたび
に、まるで宇宙にふわふわ浮いているような感じがして、とても気持
ちよかったです。私たちがいる空間だけがとても静かでゆっくりと時
間が流れている様でした。
　今回初めてヨガを体験しましたが、終わった時には、とても気持ち
がよく、そして楽しかったです。ヨガは、ゆっくりした動きだけど、
全身の隅々までじんわりと何か（？）が伝わり、リラックスタイムに
は不思議と気持ちが集中していました。また、ヨガ＝（イコール）痩
せるためのエクササイズと思っていましたが、心を落ち着かせて気持
ちを集中させて、心身共にリラックスできる方法だとも思いました。
　今回教えていただいた中で、“転倒予防”と“腰痛予防”のポーズは、
毎日の生活でとても役立つので、これだけは続けていきたいです。そ
して、またヨガの機会があるなら、ぜひやってみたいと思いました。

 女性部 役員研修

予定メニュー

スムージー
いもだんご＆
ミルクもち

 

女
性
部

　
初
夏
の
よ
う
な
暑
さ
が
何
日
か
続
い

て
、
少
し
バ
テ
気
味
だ
っ
た
６
月
初

め
。
新
し
い
役
員
で
の
最
初
の
行
事

は
、
６
月
４
日
、
し
る
べ
っ
と
に
て

行
わ
れ
た
「
ヨ
ガ
体
験
教
室
」
で
し
た
。

初
心
者
コ
ー
ス
で
託
児
付
き
と
い
う
体
制

が
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
参
加
者
12
人
で
、
約
90
分
間
の
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
か
な
？

　
参
加
さ
れ
た
杉
本
保
子
さ
ん
か
ら
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
杉
本
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
記
＝
女
性
部
・
花
川　
環
）

講師の
中川千春さん

ヨ
ガ
体
験
教
室

ミルクもち作りの大事な作業～粘りが出たので、
ひらすら練っているところ「がんばれー！」

コロコロいもだんごの成型

ミルクもち仕上げ
「こうするとやりやすいわよ」



プランターの形・大きさ・深さによって、苗の数や配
置の調整が必要になることが伝えられていました。寄
せ植えをしていると、「参考になるわね」と立ち寄っ
て行かれた町民の方が数名いらっしゃいました。

  女性部のページ  女性部のページ

広報誌６月号（Ｐ７）、
長正路さんの寄せ植えの
写真、５月中旬に植えた
寄せ植えを使いながら、
花の特性や寄せ植えのポ
イントなどの説明が行わ
れました。

 

女
性
部

Ｊ
Ａ
花
壇
整
備

　
  

寄
せ
植
え
教
室

＆

講師の
長正路八世榮さん

　６月14日、女性部・藤井直雄美部長を中心に部員９人が集い、ＪＡ事務
所周辺の花壇整備が行われました。この機会を活用して、部員講師の長
正路八世榮さんのアドバイスのもと、花壇整備作業に携わった部員を対
象にした寄せ植え教室が行われました。花壇や寄せ植えのこれからの成
長が楽しみですね。 （取材＝橋詰仁美）

ＪＡ花壇には、サルビア・コクネシア、ブルーサルビア、ベコニア、アリッサムが
３列に植えられました。一年ぶりに使用する土は硬くなっているので、全体を耕し
て元肥を加えて柔らかい土にした後、苗の植え込みの深さに注意を払いながら丁寧
に植えました。プランターにも様々な花の寄せ植えをしました。

各自が用意したプ
ランターを片手に、
ＪＡ資材課前のハ
ウスにて、植える
花を調達しました。

サルビアコクネシア ブルーサルビア

14

長方形のプラン
ターは、こんな風
に配置してみるの
はどうかしら?!

丸型だけど、
浅めだからこん
な感じに植え込
むといいよ

周りに背の低い
クローバーなどと
中央のシュッとし
た感じが素敵な鉢

になるね



２　蹄の状態、行動
　蹄の状態悪化には様々な要因が関係しますが、栄
養的な要因としてはルーメンアシドーシス（第一胃
内が酸性化している状態）が考えられます。次のよ
うな場合はルーメンアシドーシスが疑われます。
●蹄周辺の発赤や腫れ（写真３、４）

● 蹄壁の溝（写真５）

● 蹄の冷却行動（写真６ 熱や痛みがあるため、水た
まりで冷却・鎮痛）

【ここを再確認!!】
●粗飼料の採食量
　採食量（センイ）が不足した場合、反芻が制限さ
れることによってルーメンアシドーシスの危険性が
増加します。
●穀類、配合飼料の給与量
　大麦やとうもろこしといったデンプン質飼料の過
給はルーメンアシドーシスを引き起こしやすくなり
ます。
●採食環境や管理
　固め食いや選び食いは安定したルーメン発酵を妨
げます。このこともルーメンアシドーシスの一因と
なります。

　モニタリングによって乳牛の様々な変化を早期に
察知し、生産性の低下を未然に防ぎましょう。

写
真
３

蹄
周
辺
の
発
赤

15

モニタリングとは？
　モニタリングとは乳牛の外貌や行動などを観察することにより、乳牛が
発している様々なサインを察知することです。意識して牛を観察すること
で不調の兆候をみつけ、早めに対処することが出来ます。

何を観察するの？
　モニタリングの項目は次のとおり、多岐にわたります（図１）。
　今の季節は暑熱等の影響によって、採食量が低下したり不規則になりや
すい時期です。今回は採食状況に関連する部分を中心に再確認しましょう。

根室農業改良
普及センター

普及の窓

不明な点は、お気軽に普及センターへ
お問い合わせ下さい。（☎0153-72-2163）

詳しくはホームページで 根室振興局  普及センター 

乳牛モニタリングと対策

１　腹（けん部）の張りと反
はん

芻
すう

◎腹（けん部）の張り
　粗飼料の採食状況を表して
います。採食量が不十分な場
合は、けん部が凹んでいます。
常時、張りがあることが望ま
しい状況です（写真１）。
◎反芻（噛み返し）
　反芻は粗飼料（センイ）の
充足状況を表しています。反
芻は粗飼料の刺激によって促
進されますが、採食量が不十
分な場合は、この刺激が少な
くなり、反芻も弱くなります。けん部の張りと合わ
せて確認しましょう。
　反芻は粗飼料給与後、１時間～１時間半後に最大
となる場合がほとんどです。このときに牛群の概ね
６割以上が反芻していれば良好な状態と判断出来ま
す。５割以下だと要注意です。
【ここを再確認!!】
●粗飼料の給与量
　採食量を十分にするためにはまず、十分な給与量
が必要です。飼料の切り替わり時は水分変化に注意
し、給与量を調整することにより、乾物量が少なく
ならないように注意しましょう。
●給与飼料のセンイの状態
　ＴＭＲではセンイの状態に
も注意が必要です。攪拌しす
ぎはセンイを壊し、反芻刺激
が弱くなります（写真２）。
●環境
　快適な環境は牛をリラック
スさせ、反芻を最大にします。
様々なストレス（暑熱、換気
不良、過密など）から解放す
ることも大切です。

図１　乳牛のモニタリング項目例

写真１　けん部の状況
上：不十分　下：十分

写真２
攪拌時間が長すぎてぼろぼ
ろになったセンイ

写
真
４

蹄
周
辺
の
腫
れ

写
真
５

蹄
壁
の
溝

写
真
６

蹄
の
冷
却
行
動



Australia

New Zealand

根室管内JA
海外酪農視察研修

16

が
続
い
て
お
り
水

不
足
と
な
り
得
る

の
で
、
灌
漑
施
設

を
整
備
。
近
隣
ワ

ラ
ガ
ン
ダ
ム
よ
り

給
水
す
る
が
、
ダ

ム
が
空
に
な
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

８
年
前
に
１
０

０
万
豪
＄
（
９
，

５
０
０
万
円
）
で

搾
乳
施
設
を
更
新
。

借
入
利
息
は
4.5
％

と
高
い
一
方
、
預

金
利
息
も
高
い
と

の
事
。

　

搾
乳
時
間
は
７

〜
８
分
／
１
頭
。
２
回
搾
乳
で
１
回
１
時

間
30
分
程
度
。
作
業
時
間
は
朝
５
：
00
〜

６
：
30
、
夕
方
15
：
00
〜
17
：
00
と
の
事

で
す
。

　

哺
育
・
育
成
に
つ
い
て
は
自
農
場
で

行
っ
て
、
乳
牛
改
良
も
行
っ
て
お
り
、
よ

り
少
な
い
エ
サ
で
乳
量
向
上
さ
せ
て
い
く

事
を
目
指
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。
乳
量

は
日
量
30
〜
35
ℓ
。

　

季
節
分
娩
で
は
な
く
年
間
通
じ
て
約

２
６
０
頭
の
分
娩
を
さ
せ
て
い
る
そ
う
で

す
。（
メ
ス
50
％
：
オ
ス
50
％
）
年
間
の

更
新
率
は
22
％
程
度
。
常
時
２
０
０
頭
超

の
搾
乳
牛
を
確
保
。

　

家
畜
共
済
保
険
も
あ
る
が
掛
金
が
高
い

た
め
未
加
入
と
の
事
で
す
。

【
草
地
管
理
】

　

干
し
草
は
、
放
牧
地
の
状
況
を
鑑
み
な

が
ら
適
量
を
収
穫
。
年
間
の
肥
料
投
入
は

２
回
と
な
っ
て
い
る
。
半
分
は
堆
肥
散
布

で
補
い
、
半
分
は
購
入
。
土
壌
の
栄
養
分

は
少
な
い
と
の
事
。

【
飼
料
給
与
】

　

飼
料
の
う
ち
、
乾
物
換
算
で
50
％
は
放

牧
草
、
50
％
は
補
助
飼
料
で
賄
っ
て
い
る
。

　

放
牧
地
で
は
春
夏
は
ア
フ
リ
カ
産
の
Ｋ

Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ｕ
（
キ
ク
ユ
グ
ラ
ス
）、
白
ク

ロ
ー
バ
ー
、
ソ
ル
ガ
ム
を
利
用
、
秋
・
冬

は
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
、
白
ク
ロ
ー

バ
ー
中
心
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

補
助
飼
料
は
通
年
給
与
し
て
お
り
、

10
％
は
自
給

飼
料
、
残
り

90
％
は
購
入

飼
料
と
な
っ

て
い
る
。

　

購
入
飼
料

は
全
て
４
０

０
㎞
圏
内
で

生
産
さ
れ

た
も
の
で
あ

り
、
ビ
ー
ル

粕
、
ル
ー
サ

ン
は
年
契
約

で
直
接
生
産

農
家
か
ら
購

入
し
て
い
る
。

　

給
与
し
て

い
る
補
助
飼

料
に
は
ア
ル

フ
ァ
ル
フ
ァ

乾
草
と
、
穀

物
（
ビ
ー
ル

粕
、
コ
ー
ン

粕
、
小
麦
な

ど
）
と
な
っ

て
お
り
、
現

物
を
サ
イ
ロ

で
保
管
し
、

【
視
察
先
概
要
】

　

草
地
面
積
で
１
２
０
ha
（
経
産
牛

放
牧
用
）、
40 

ha
（
廃
用
肥
育
用
）

を
利
用
し
て
い
る
。
労
働
力
は
農
場

主
、
妻
、
父
、
雇
用
２
名
で
稼
働
。

年
間
生
産
乳
量
１
，８
０
０
ｔ
（
日

量
５
〜
６
ｔ
）
と
な
っ
て
い
る
。
飼

養
形
態
は
通
年
放
牧
で
搾
乳
施
設
は

ヘ
リ
ン
ボ
ー
ン
パ
ー
ラ
ー
12
頭
ダ
ブ

ル
の
設
備
で
す
。
シ
ド
ニ
ー
中
心
よ

り
南
西
約
80
㎞
に
位
置
し
て
い
る
。

　

グ
レ
ン
モ
ア
農
場
は
現
在
３
代
目
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
移
民
で
あ
り
、
移

民
当
初
は
草
地
の
品
質
が
悪
く
、
羊
し
か

飼
養
で
き
な
か
っ
た
が
、
草
地
の
改
良
を

重
ね
、
酪
農
経
営
ヘ
シ
フ
ト
。

　

現
在
、
２
２
０
頭
の
乳
牛
を
使
用
し
て

お
り
、
カ
ン
ト
リ
ー
バ
レ
ー
工
場
（
地
域

の
小
規
模
乳
業
）
へ

飲
用
向
け
と
し
て
出

荷
し
て
い
る
。

【
飼
養
管
理
】

　

温
暖
な
気
候
な
為
、

牛
舎
は
な
く
、
通
年

放
牧
を
行
っ
て
い
る

平
均
的
な
農
場
。
12

月
〜
２
月
の
夏
季
は

46
〜
48
℃
に
な
る
為
、

木
陰
と
水
の
確
保
が

重
要
と
な
る
。
１
牧

区
５
エ
ー
カ
ー
、
昼

夜
で
移
動
さ
せ
て
い

る
。

　

18
年
間
、
干
ば
つ

　

５
月
号
に
引
き
続
き
、
22
日
の
午
後
よ
り
視
察
し
た

グ
レ
ン
モ
ア
農
場
の
報
告
を
し
ま
す
。

vol.5

22日  PM  グレンモア農場
■対応者　ギャビン氏
　（３代目、家族経営、イギリスからの移民、当初は羊畜）

搾乳施設

研修風景

ビール粕 グラス粗飼料
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２
０
０
１
年
の
12
千
戸
か
ら
２
０
１
１

年
に
は
７
千
戸
に
減
少
（
日
本
：
２
０
０

１
年
32
千
戸
↓
２
０
１
１
年
20
千
戸
）
そ

の
理
由
は
、
２
０
０
０
年
に
政
府
に
よ
る

価
格
支
持
、
直
接
支
払
制
度
が
廃
止
さ
れ

た
ほ
か
、
新
た
な
担
い
手
が
ほ
と
ん
ど

育
っ
て
い
な
い
状
況
。

　

酪
農
家
の
平
均
年
齢
は
72
歳
。
家
族
経

営
か
ら
会
社
経
営
（
規
模
拡
大
）
へ
と
シ

フ
ト
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

平
均
乳
価
は
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
35
セ

ン
ト
。
良
い
時
で
45
〜
50
セ
ン
ト
程
度
だ

が
、
大
手
ス
ー
パ
ー
２
社
に
よ
る
バ
イ
イ

ン
グ
パ
ワ
ー
に
負
け
、
乳
価
が
上
が
ら
な

い
事
で
収
入
減
少
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

政
府
と
し
て
は
輸
出
に
よ
っ
て
、
乳
価

向
上
を
目
指
し
て
い
る
が
、
近
隣
の
Ｎ
Ｚ

の
存
在
が
大
き
い
様
子
（
Ｎ
Ｚ
か
ら
の
輸

入
量
も
大
き
い
）。

　

生
産
者
・
乳
業
の
取
組
と
し
て
は
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳
や
乳
糖
不
耐
症
用
牛

乳
な
ど
、
日
本
同
様
の
プ
レ
ミ

ア
ム
ミ
ル
ク
の
販
売
に
よ
り
乳

価
向
上
の
努
力
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
新
規
就
農
に
は
、
２
０

０
万
〜
２
５
０
万
豪
＄
（
１
億

９
０
０
０
万
〜
２
億
４
０
０
０

万
円
）
程
か
か
り
、
コ
ス
ト
が

莫
大
で
収
入
と
見
合
わ
な
い
。

ま
た
技
術
的
研
修
を
重
ね
る
手

法
が
無
い
等
の
理
由
の
為
、
こ

こ
30
年
ほ
ど
後
継
者
以
外
の
就

農
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。

　

離
農
も
多
く
、
沿
岸
部
地
域

は
住
宅
地
へ
、
住
宅
遠
隔
地
は

肉
牛
、
飼
料
畑
と
し
て
転
換
し

て
い
る
と
の
事
。

　

Ｎ
Ｚ
の
シ
ェ
ア
ミ
ル
カ
ー
制

ロ
ー
ラ
ー
ミ
ル
で
潰

し
て
給
与
し
て
い
る
。

　

補
助
飼
料
は
、
た

ん
ぱ
く
質
、
生
産
量

向
上
の
為
に
必
要

な
栄
養
素
に
応
じ

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
て
管
理
し
コ
ス
ト

削
減
を
目
指
し
て
い

る
。
コ
ス
ト
は
１
頭

4.5
〜
5.5
豪
＄
／
日

（
４
３
０
〜
５
３
０

円
）。

【
経
営
支
援
体
制
】

　

近
隣
の
シ
ド
ニ
ー

大
学
カ
ム
デ
ン
校
舎

の
家
畜
科
か
ら
飼
料
設
計
・
施
肥
管
理
な

ど
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
希
望
に
応
じ
た
生
産

モ
デ
ル
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
も
得
て
い

る
。

　

そ
の
他
に
も
デ
イ
リ
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
協
会
（
酪
農
関
係
団
体
）
へ
も
属
し
て

お
り
、
他
の
生
産
者
と
の
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
る
。

【
経
営
状
況
】

　

咋
年
の
生
乳
１
ℓ
当
た
り
の
費
用
は
45

セ
ン
ト
（
42
．８
円
）。
１
ℓ
当
た
り
収
益

51
セ
ン
ト
（
48
．５
円
）。
よ
っ
て
生
乳
１

ℓ
当
た
り
粗
収
益
６
セ
ン
ト
（
5.7
円
）
と

の
事
で
す
。
昨
年
の
年
間
費
用
は
約
85
万

豪
＄
（
８
，１
０
０
千
円
）
か
か
っ
た
と

の
事
で
、
所
得
で
１
，０
２
６
万
円
と
試

算
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
雇
用
１
名
を
増
や
し
た
為
、
費

用
47
セ
ン
ト
、
収
益
53
セ
ン
ト
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

毎
年
の
費
用
の
変
動
は
あ
ま
り
大
き
く

な
い
。
雇
用
、
電
気
、
燃
料
が

多
く
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
変

動
に
よ
る
影
響
が
あ
る
と
の
事
。

　

飼
料
代
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管

理
で
押
さ
え
て
い
る
。

　

こ
の
牧
場
の
経
営
状
況
は
平

均
以
上
の
優
良
経
営
と
の
事
で

す
。

【
環
境
へ
の
取
り
組
み
、
生

乳
の
安
全
・
安
心
対
策
】

　

約
20
年
前
に
連
邦
政
府
に
よ

り
規
定
さ
れ
た
厳
し
い
取
り
締

ま
り
が
あ
り
、
糞
尿
の
草
地
へ

の
再
利
用
を
通
じ
、
ゼ
ロ
ラ
ン

ド
（
汚
染
水
な
ど
の
廃
棄
、
河

川
流
入
を
さ
せ
な
い
）
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

20
年
前
の
政
府
の
規
定
に
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
参
加
。
毎
年
、
基
準
を
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
て
い
る
。
基
準
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
多
額
の
罰
金
、
生
産
停
止
を
勧
告
さ
れ

る
そ
う
で
す
。

　

近
隣
は
新
興
住
宅
街
の
為
、
近
所
か
ら

の
臭
気
な
ど
苦
情
が
多
い
事
が
悩
み
。

　

生
乳
出
荷
に
お
い
て
は
安
全
面
（
抗
生

物
質
）
の
規
定
が
あ
り
ま
す
が
、
成
分
に

よ
る
規
定
は
無
い
と
の
事
。
た
だ
し
、
乳

業
会
社
に
よ
っ
て
の
成
分
規
定
あ
る
そ
う

で
、
当
該
農
場
は
た
ん
ぱ
く
３
．１
５
％
。

脂
質
３
．９
５
％
の
出
荷
規
定
が
あ
る

（
若
干
の
乳
代
差
）。
州
政
府
、
行
政
地
域

に
よ
る
安
全
性
を
検
査
す
る
行
政
監
査
が

あ
り
、
バ
ル
ク
乳
温
、
水
、
洗
剤
使
用
、

抗
生
物
質
投
与
な
ど
の
記
録
を
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
る
。

【
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
の
酪
農
状
況
】

　

日
本
同
様
、
酪
農
家
戸
数
は
減
少
の
一

途
を
辿
っ
て
い
る
様
子
。

度
と
同
じ
形
の
仕
組
み
も
20
〜
30
年
前
ま

で
は
や
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
（
Ａ
Ｕ
で

は
シ
ェ
ア
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
と
い
う
）、
現

在
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
一
部
で
行
っ
て

い
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

昔
な
が
ら
の
農
場
設
備
で
は
可
能
だ
っ

た
が
、
機
械
化
さ
れ
た
農
場
で
の
シ
ェ
ア

フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
は
技
術
的
に
難
し
く
な
っ

て
い
る
事
と
、
コ
ス
ト
と
収
入
の
差
を
技

術
で
埋
め
る
事
が
で
き
て
い
な
い
。

【
補　

足
】

牛
の
価
格
子
牛
（
６
ヶ
月
未
満
）：
６
０

０
豪
＄
（
57
千
円
）

初
任
：
２
，０
０
０
豪
＄
（
１
９
０
千
円
）

経
産
：
３
，０
０
０
豪
＄
（
２
８
５
千
円
）

廃
用:

８
０
０
豪
＄
（
76
千
円　

用
途
は

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
等
）

　

消
費
税
は
10
％
。
生
鮮
食
品
は
無
税
。

年
間
平
均
所
得
60
万
＄
所
得
税
は
35
％

（
所
得
50
万
＄
以
上
）。
イ
ギ
リ
ス
の
文
化

を
継
承
し
社
会
福
祉
は
充
実
。
国
民
健
康

保
険
は
所
得
の
1.5
％
が

加
入
料
。

　

歯
科
、
眼
科
以
外
の

公
立
病
院
は
医
療
費
無

料
。
た
だ
し
主
治
医
を

選
び
た
い
場
合
は
診
察

代
が
か
か
る
た
め
民
間

保
険
を
利
用
す
る
人
も

多
い
。
国
民
年
金
所
得

の
３
％
を
雇
用
主
が
積

立
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

も
高
齢
化
が
進
み
、
国

と
し
て
は
民
間
年
金
へ

の
移
行
を
推
進
さ
せ
て

い
る
。

ローラーミル.

放牧地
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　前回は発情徴候と授精適期について書かせて頂きましたが、今回は育成牛の繁殖成績向上に繋がる育成
管理について書いていきたいと思います。
　御承知の通り牛は分娩することで牛乳を生産することから、早期に受胎させることが重要です。特に近
年は育成牛の管理が重要視されています。現在北海道の平均初回分娩月齢は25ヶ月（平成25年度現在）
といわれていますが、全国的には24ヶ月分娩を目標とする動きが取り組まれています。それではどのよ
うにすれば良いのでしょうか？育成牛の初回分娩月齢を早める、または繁殖成績を高めるために大切なこ
とを幾つか挙げてみたいと思います。
　①育成牛の初回授精月齢を考える。　②育成舎を清潔に保つ
　③外気温感差で弱くなった発情徴候への対策。
　この他にも大切なことは沢山ありますが、今回はこの３つのテーマについて話していきたいと思います。

  ❶育成牛の初回授精月齢を考える。
　初回授精月齢が遅くなると過肥になるなど、繁殖成績に悪影響を与える要因が増えていきます。また育
成飼養経費を削減するためにも早期授精が重要になってきます。
　では、授精可能な牛かどうかを判断するのはどこにあるのでしょうか。月齢的には『14ヶ月～16ヶ月』
と言われていますが、あくまでも目安です。現在は体高や発育状態で判断する傾向にあります。一般的に
は体高『135㎝』くらいの成長が理想的です。
　メジャーなどで体高の目安を正確に測り、育成舎の柱などにビニールテープなどで目印をしておくと良
い目安になります。
　しかしながら本牛の栄養状態によっては体格的には十分でも子宮や卵巣等が未発育な場合もあります。
この場合は授精しても受胎する可能性は低いので、迷った際は授精の際にご相談下さい。

　❷育成舎を清潔に保つ
　環境面を見直す事は非常に大切なことです。最近では環境面からくる育成牛の潜在性乳房炎が増加傾向
にあります。まれではありますが、糞がたまった育成舎で寝ている牛を見ることがあります。これは細菌
にとっては恰好の感染の原因となりますので、定期的な除糞を行ない、出来ることなら敷料を多めにひい
て育成舎を清潔に保つようにしましょう！そうすることによって育成期からの細菌感染を防ぐことが出来
ます。
　その他にも飼槽や給水槽を清潔に保ち新鮮な餌や水があたるようにし、また牛達に餌が届くように適度
に餌を掃き寄せすることも重要です。

　❸外気温感差等で弱くなった発情徴候への対策
　牛は、冬の寒さや暑熱などの温度感差で通常よりも多く体力を消費すると言われています。通常では十
分な栄養を摂取していても温度感差の影響で体力維持に大量のエネルギーを消費するので、実際に発情が
あったとしても発情徴候が微弱になるというのは多々あることです。
　だからといって育成舎を適温に保つことは容易ではないでしょうし、消費したエネルギーを補う栄養管
理も簡単にはいかないと思います。授精適期まで成長しても発情徴候を表さないウシについては、獣医や
授精師による早期繁殖検診を行い、発情日の目安にしましょう。

　このように育成管理については上記の３点以外にも大切なことがありますが、今回はこの３点について
参考にして頂けたら幸いです。育成管理の重要性が問われている現在、皆さんと一緒に取り組んでいき繁
殖成績の向上を目指していきたいと思います。

育成管理の重要性について

家畜改良課に相談だ。



家の光
図書

暮らしに役だつヒントが
いっぱい!

2014年
７月上旬
発売

図書 いっぱい!いっぱい!いっぱい!

今月の新刊

※心を耕す本の紹介です。お気軽にお尋ね下さい。

営農部 経営企画課 72-3721まで
見本が農協事務所に置いてありますので、お気軽にお立ち寄り下さい。

お申込み
お問合せは

19

ベジフル
歳時記

野
菜
ソ
ム
リ
エ
●
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

土
用
丑
の
日

　
「
土
用
丑
（
う
し
）
の
日
」
に
は
夏
バ
テ
防

止
に
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
る
習
わ
し
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

そ
も
そ
も
「
丑
の
日
」
と
は
一
年
を
十
二

支
に
割
り
当
て
た
数
え
方
。「
土
用
」
と
は
立

春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
前
の
約
18
日
間
を
指

し
、
そ
の
間
に
巡
っ
て
く
る
丑
の
日
を
「
土
用

丑
の
日
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
実
は
季
節
ご
と

に
土
用
が
存
在
し
ま
す
が
、
近
年
で
は
主
に
夏

の
土
用
を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

夏
の
「
土
用
丑
の
日
」
は
梅
雨
明
け
と
重
な
り
、
気
候
も
体
調
も
変
化
す

る
季
節
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。
ウ
ナ
ギ
を
は
じ
め
、
う
ど
ん
、
ウ
リ
、
梅

干
し
な
ど
、
頭
に
「
う
」
の
付
く
食
べ
物
を
食
べ
る
と
疲
労
回
復
に
効
果
的

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
ウ
ナ
ギ
は
古
く
か
ら
栄
養
価
が
高
い
ス
タ
ミ
ナ
源
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
た
食
材
。
タ
ン
パ
ク
質
の
他
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
な
ど
の
脂
質
、

免
疫
力
を
高
め
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｅ
、
代
謝
促
進
に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

群
、
骨
の
形
成
に
寄
与
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
貧
血
予
防
に
効

果
的
な
鉄
な
ど
、
優
れ
た
栄
養
成
分
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
み
、
ま
さ
に
疲
労

回
復
に
は
最
適
で
す
。
た
だ
し
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
ほ
と
ん
ど
含
有
し
な
い
た

め
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
多
く
含
む
野
菜
と
組
み
合
わ
せ
る
と
さ
ら
に
夏
バ
テ
防

止
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

特
に
こ
の
時
期
に
育
つ
夏
野
菜
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
る

の
で
、
旬
の
物
を
中
心
に
。
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
パ
プ
リ
カ
、
シ
シ
ト

ウ
、
オ
ク
ラ
、
ゴ
ー
ヤ
ー
、
エ
ダ
マ
メ
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
な
ど
を
サ
イ
ド
メ

ニ
ュ
ー
に
添
え
て
。
青
シ
ソ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
さ
ん
し
ょ
う
、
ワ
サ
ビ
、
シ
ョ

ウ
ガ
な
ど
を
薬
味
と
し
て
添
え
れ
ば
、
栄
養
面
だ
け
で
な
く
、
後
味
も
さ
っ

ぱ
り
し
て
落
ち
が
ち
な
食
欲
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

今
年
の
「
土
用
丑
の
日
」
は
７
月
29
日
。
い
つ
も
の
ウ
ナ
ギ
に
旬
の
野
菜

も
プ
ラ
ス
し
て
、
夏
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

育ちや味がどんどんよくなる
自然菜園で野菜づくり

点心名人直伝
餃子・焼売・中華まん

もっと使える
　絶品マリネ

育ててみたい
　美しいスイレン

「考え方のクセ」を変えると
ストレスはなくなる

農薬や化学肥料に頼らない“自然菜園”
で、丈夫でおいしい野菜を作るノウハウ
が満載！　混植や交互作、連作などのコ
ツもイラストでわかりやすく解説。種ま
きや種採り、雑草対策がわかりやすいカ
レンダーも。

基本の皮作りからあんの作り方、包み・
焼き方まで、キャリア50年の名人が点
心の全てを惜しみなく丁寧に解説。家
庭でも本格的な味が楽しめる。定番から
アレンジの豊富さも名人級！　一度食べ
たらやみつき！

主菜、副菜、おつまみ、おもてなしなど、
さまざまなシーンに役立つ野菜たっぷ
りマリネレシピ。肉や魚、野菜などどん
な食材も漬け込むだけで絶品に仕上が
る。和・洋・中のバリエーションも豊富で
飽きない！

神秘的で美しく、力強さも魅力のスイレ
ン。狭いスペースでも花を咲かせやす
い品種や、熱帯性品種の画期的な越冬
方法など、性質に応じた栽培の工夫と美
しい花を咲かせるコツを詳解。130種
の図鑑も必見！

「心の病気」に対抗する最新の精神医療
「認知行動療法」をわかりやすく応用。
自分の「考え方のクセ」を理解すること
で、感情と行動をコントロールでき、スト
レスをためないバランスのよい思考が
身につく。

竹内　孝功 著
定価：本体1,500円＋税

茂手木　章  著
定価：本体1,200円＋税

坂田阿希子 著
定価：本体1,200円＋税

加藤　宣幸 著
定価：本体1,500円＋税

清水　栄司  著
定価：本体1,200円＋税
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Ｊ
Ａ
な
か
し
べ
つ
広
報
誌

２
０
1
４
年
７
月
号

■
印
刷
／
雨
宮
印
刷
㈱

■
発
行
／
中
標
津
町
農
業
協
同
組
合

■
編
集
／
営
農
部　

経
営
企
画
課

■
〒
０
８
６
―
１
０
０
７　

北
海
道
標
津
郡
中
標
津
町
東
７
条
南
２
丁
目
１
番
地

■
電
話
／
０
１
５
３
―
７
２
―
３
７
２
１
（
編
集
直
通
）

■
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w
.ja-nakashibetsu.or.jp

組合動静

行事予定表
2014年６月
２㈪ 第二俣落地区牛祭り、俵橋地区共進会

肥料推進～6日

３㈫ 北根室農業改良協議会総会

４㈬ 女性部 ヨガ体験教室

６㈮ 地区青協第2回役員会

７㈯ 農協総合共進会、牛まつり

８㈰ 資材前ハウス 花・野菜苗日曜営業最終日

11㈬ 第67回通常総会

12㈭ 第4回理事会、乳牛市場、JA根室地区女性部研修会

13㈮ 町農業後継者対策協議会総会、中山間花配り

14㈯ 根室地区酪対通常総会
ＪＡ事務所花壇整備・寄せ植え教室

16㈪ 根室機械センター総会
第2回じゃがいも伯爵祭り実行委員会

17㈫ 十勝和牛市場、加工部会製造販売グループ視察

18㈬ 女性部フレッシュミズランチ交流会

20㈮ 農協酪対役員会

23㈪ 第4回熟年会役員会

24㈫ AI協会根釧合同役員会

27㈮ 北海道酪検協会通常総会

2014年７月
１㈫

２㈬

３㈭

４㈮

５㈯

６㈰

７㈪

８㈫

９㈬ ＪＡ共済優績ＬＡ全国表彰～10日

10㈭ 乳牛市場

11㈮

12㈯

13㈰ 第6回なかしべつ330°開陽台マラソン

14㈪

15㈫

16㈬ 内部審査（金融・共済）～17日、十勝和牛市場

17㈭ 熟年会パークゴルフ大会

18㈮

19㈯ 女性部日帰り研修

20㈰

21㈪ 海の日　ＪＡ役職員野球大会

22㈫

23㈬

24㈭

25㈮ ＪＡ夏祭り

26㈯

27㈰

28㈪

29㈫

30㈬ Jrホルスタインクラブ根釧合同サマースクール～31日

31㈭ アルーダサマーフェアー

作り方 
❶ バターをクリーム状にし、ク
リームチーズを加え、さらに混
ぜる。

❷ 砂糖、たまご、ラム酒の順に加
え、その都度よく混ぜる。

❸ホットケーキミックスを加え、混ぜる。
❹型に流し入れ、170℃に予熱したオーブンで25～35分焼く。
❺竹串を刺して、生地が付いてこなければ完成。

作り方 
❶ ボウルに、クリームチーズ・かつ
おぶし・醤油を混ぜる。

❷ ご飯の４分の１量に、①の具を入
れ、塩を適量つけてにぎり、のり
を巻く。

チーズおかか
おにぎり

　※ かつおぶしは鮭ぶしでも美味しいです。

　※ お好みで、ラム酒の代わりにバニラエッセンスやレ
モン汁でも美味しいです。

Point

Point

ホットケーキミックスで簡単
クリームチーズの
パウンドケーキ

＊クリームチーズ ........ 40ｇ
＊焼きのり ..........3/1枚×4
＊ご飯 ..........................2合
　　＊かつおぶし ..2パックＡ
　＊しょうゆ ........大さじ2

＊塩 ...........................適量

＊ホットケーキミックス ..... 80ｇ
＊バター ......................... 50ｇ
＊クリームチーズ ..........200ｇ
＊卵 ................................2個
＊砂糖 ........................... 60ｇ
＊ラム酒 ....................小さじ1

 材料（小４個分）

 材料（パウンド型1個）


